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'埼玉大学教育学部教育心理学講座
日本研究は2000年度 (平成12年度)および2001年度 (平成
13年度)科学研究費補助金 (基盤研究C(2))の交付を受
け､研究課老 ｢近代日本人の人種ステレオタイプの形成過
程とマイノリティに対する現代的偏見の研究｣の一部とし
て行ったものである｡

はじめに

本論文では､15世紀から16世紀に､日本を

訪れたイエズス会の宣教師たちが､布教生活を

通じて経験した事柄をイエズス会本部に報告書

として書き記して送った記録に基づき､西欧人

が見た日本人と､彼らの目を通してみた日本人

の ｢西洋人観｣ ･｢人種観｣を整理し､考察す

ることを目的とした｡できるだけ原資科に基づ

いて記述した｡

Ⅰ 大航海時代と日本の発見

1 日本と西欧の出会い

日本は四方を海に囲まれ､外国との交流は極

めて少ない国だった｡西欧諸国との往来は､直

凄行うことができず､中国や朝鮮を通じて間接

的に情報を得ていた｡羅針盤が発明され､船に

利用されるようになり､航海技術が飛躍的に進

歩するのが15世紀である｡航海の技術が進歩

するのは､一人羅針盤の発明だけによるもので

はない｡さまざまな知識 ･技術の進歩が相乗的

に作用しあう結果である(1)｡航海術の向上は日

本と西欧の直接的な出会いを可能にした点で重

要である｡初めに､フライエスレ-ベンの整理

を参考に､14,15世紀の航海術に大きな影響

を及ぼした要因を概観しよう｡

水路誌 ｢自分の家の港に近いところ､生業

を営んでいる漁師や､港 ･河口･入江など限ら

れた範囲で航海している船乗りは､ - ･好天

とごく浅いところでの測深を除いては､いかな

る手段ももっていないに違いない｡かれらは沿
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岸とその特徴をよく知っており､特定の場所-

行くとき､どのように景色が変わるか熟知して

いて､この景色を利用して危険な浅瀬を避けた

り迂回したり錯地を見出したりすることを心得

ている｡ ･- しかし､いったん遠出をしなけ

ればならなくなると､他人の地方的経験を用い

ようとする願望が起こってくる｡ ･- 船乗り

がその日的のために必要とする沿岸地誌､つま

り一種の旅行案内のようなものがすでに古代か

ら知られている｣｡これらが今日いう水路誌で

ある｡西暦1500年以前に港湾誌は書かれてい

るが､多くの国では水路誌の作成はそれ以降だ

った｡

海図 第2の促進要因は海図である｡地図の

作成及び作成法､さらに緯度と経度の概念は､

古代のプトレマイオスにまで遡るという｡さま

ざまの工夫､改良が積み重ねられ､海図は精赦

化されてきた｡｢正しい尺度の問題のほかに､

天文学的な緯度決定の有利さから､地図への緯

度線の記入が促進された｣｡フアン･デ ･コ-

サの1500年の世界図には､赤道と北回帰線が

記入してあった｡1502年のニック･カネリオ

の世界図では､子午線とみなされる一本の線に､

はじめて緯度の目盛りがつけられた｡しかし､

この方法では､地球が球形をしていることを無

視していたため､航海者には大きな混乱をもた

らした｡ドイツの地誌学者ゲルハルト･メルカ

トルが1569年の世界地図で地理学的に正しい

根拠にもとづいて緯度を漸長させた地図を発表

した｡その後ワゲナ一による沿岸描写図つきの

海図の集大成が公刊され､広範囲に影響を及ぼ

した｡中世は海図が科学的な知識 ･技術を基盤

に整えられ始めた時代でもあった｡

潮汐 古くから潮汐は航海にとって重要なも

のであった｡｢ヨーロッパ海域では､潮汐の発

生と月との関係は非常に顕著である｡起潮力は

もちろん月だけで決まるのではなく､大潮や小

潮においては太陽の作用もはっきり現れるが､

その洗練された計算法､ましてやもっと立ち入

った詳細については､中世の航海者たちはほと

んど関心を持たなかった｡船は小さかったし､

精密な水位測定もなく､何よりも正確な時計が

なかった｣からだ｡

水深 海図は何よりも水深の記載によって他

の地図と区別される｡日本でも幕末になり多く

の外国船が各地の港に入港するが､水深は大型

船にとって必要不可欠の情報であった｡ヘロド

トスが紀元前500年に用いた測深方法は､19世

紀まで用いられた方法と基本的には同じであっ

た｡｢測鉛を投下して底に届くまで伸ばし､測

鉛索を再び巻きあげて海底の試料を引き上げる

のである｡その長さで水深がわかり､試料は測

深地が投錨に適した底質であるかどうかの貴重

な結論を与える｣｡岩礁や浅瀬の有無を知るこ

とは航海には絶対に欠かせないことであった｡

15,16世紀まではおもに沿岸に沿って航海す

ることが多かった｡こうした事情が､情報の必

要性を高めていた｡外洋が安全なことは広く知

られていたが､深海の水深に関心が向けられる

ようになったのは19世紀に入ってからだ｡

羅針儀 羅針儀に関する記述は､1187年に

遡る｡スコットランドの修道僧アレグザンダ

ー ･ネッカム (1157-1217)が次のように記

述しているという｡視界が悪いときには水を張

った容器に磁石を入れたアシの一片を横たえ

る､するとこのアシ片は水面を泳ぐが最後には

北の方を指す､と｡これは浮子羅針儀 (液体式

羅針儀)の原型である｡しかし､14世紀に羅

針儀が航海に利用されるようになっても､水夫

たちのほとんどは､磁針を引きつける磁力は北

極星にあると信じていた｡フランスとフランド

ルでは1400年以前に､スペインでは1404年に､

ハンブルクでは1435年に､イタリアでは1300

年代に羅針儀が船舶で利用されていた｡15世

紀には天体を利用した船の位置の決定方法が採

用されるようになった｡コロンブスも北極星を

利用した緯度の決定と太陽による緯度の決定を

行ったと報告しているが､測定を正しく理解し

ていたか否かは不明だ｡

船の建造技術､地球､天体､海洋､航海に関
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する科学的な知識と技術の長足の進歩とあいま

って､14,15世紀の西欧諸国は､未知の大陸､

未開拓地､西洋人にとって人跡未踏の地を求め

て全世界に進出したのである｡｢大航海時代｣

の到来であり､日本と西洋が直接交流する時代

の幕開けであった｡

2 絶海の孤島日本

日本の位置について､マルコ･ポーロの ｢東

方見聞録｣(2)には次のように記述されている｡

｢チバング諸島が散在している海面を<チン

海>と称する･･･｡距離があまりにも遠いの

で､これらの島々に赴くことはとても大変な/難

事なのである｡ザイトウンやキンサイの商船で

これらの島々に航行する者は莫大な利益を収め

るが､その代わりまる一年間というものは航海

の困難を重ねねばならない｡それというの

も､<チン海>にはただ二種類の風しか吹かな

いため､- 一つは冬の風で､彼方に赴く際の

順風であり､他は夏に吹くその道の風で､彼方

からの帰還に当たって利用できる風である 一

冬季をもって出発し夏季を待って帰来せねばな

らぬからである｡チバング諸島はインドからも

すこぶる遠い距離にあることを心得ておいてい

ただきたい｡なおこの海面は･･･実は大洋に

ほかならない ･･･｡<チン海>やチバング諸

島は何しろ我々の帰路からはずれることすこぶ

る遠い地域であり､それに私自身もまだ親しく

そこに赴いたことがないのだから｣｡

ヨーロッパから見れば､日本は東アジアの最

東端に位置する孤島であり､とるにたらない島

国であった｡ルイス ･フロイスは､｢ぱあでれ

(司祭)メステレ･フランシスコ< ･ザビエ

ル>が､今まで発見された世界の最も遠い端に､

万物の製作者のことをおよそ知らず､製作者と

全く縁の遠いこの国民を- ･｣と記している

(1565年4月27日付書簡)(3)｡また､フランシ

スコ･ザビエルは､日本についての伝聞を重要

な情報として書き留めている｡｢このマラッカ

の町にいた時､私がたいへん信頼しているポル

トガル商人たちが､重大な情報をもたらしまし

た｡それは､つい最近発見された日本と呼ぶた

いへん大きな島についてのことです｣(1548年

1月20日の書簡)､｢最近､中国を越えて200 レ

グア 〔1120キロ〕､あるいはそれ以上離れてい

る日本について情報を得ました｣(1549年2月

2日の書簡)(4).諸国間の交易が盛んになり､

宣教師が世界中に進出した16世紀といえども､

日本に関する情報は著しく少なかったことがわ

かる｡

3 黄金の国日本

わずかな情報､それも西欧の人々が直接日本

を訪れて得た情報は少なく､彼らの手にしたも

のは諸国を伝わる伝聞による日本情報が中心で

あった｡マルコ･ポーロによる ｢東方見聞録｣

が代表的な情報源の一つであった｡マルコ･ポ

ーロは1270年にヴェニスを出発して､西アジ

ア･中央アジアを縦断し､東南アジア､スマト

ラ､セイロン､インド､中近東､を経てヴェニ

スに1295年に帰遺した (図1)｡マルコ･ポー

ロは､商人であり､各地の産物 ･物価 ･市況 ･

通貨などに高い関心を寄せてその模様を綴って

いる｡｢･･･実益につながること切実である

がゆえに､それらの事情に関しては不正確や唆

昧さは許されうべくもない｣(愛宕)(2)｡そのた

め､見聞録は内容豊富でかつ正確であるという｡

とはいえ､マルコ自身は直接日本を訪れたわけ

ではなく､日本に関する情報は大陸を巡察する

間に収集したものであろう｡

東方見聞録に載る日本は ｢チバング島｣とし

てごく短く記述されている｡｢チバング 〔日本

国〕は､東のかた､大陸から千五百マイルの大

洋中にある､とても大きな島である｡住民は皮

膚の色が白く礼節の正しい優雅な偶像教徒であ

って､独立国をなし､自己の国王をいただいて

いる｡この国ではいたる所に黄金が見つかるも

のだから､国人は誰でも莫大な黄金を有してい

る｡この国へは大陸から誰も行った者がない｡

商人でさえ訪れないから､豊富なこの黄金はか
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図1 マルコ･ポーロの行程 (東方見聞鐘1,2000より引用)

って一度も国外に持ち出されなかった｡右のよ

うな莫大な黄金がその国に現存するのは､全く

かかってこの理由による｡ ･･･この国王の-

大宮殿は､それこそ純金ずくめで出来ているの

ですぞ｡我々ヨーロッパ人が家屋や教会堂の屋

根を鉛板でふくように､この宮殿の屋根はすべ

て純金でふかれている｡したがって､その値打

ちはとても評価できるようなものではない｡宮

殿内に数ある各部屋の床も､全部指二本幅の厚

さをもつ純金で敷きつめられている｡このほか

広間といわず窓といわず､いっさいがすべて黄

金造りである｡げにこの宮殿はかくも計り知れ

ない豪奮ぶりであるから､たとえ誰かがその正

しい評価を報告しようとも､とても信用さえな

いに違いない｣｡黄金の屋形に黄金の食器､い

たるところ金にあふれる国､これが日本であ

る｡

黄金ばかりではない｡｢この国には多量の真

珠が産する｡ばら色をした円い大型の､とても

美しい真珠である｡ばら色の真珠の価格は､白

色真珠に勝るとも劣らない｡この国では土葬と

火葬が並び行われているが､土葬に際しては､

これら真珠の一類を死者の口に含ます習いにな

っている｡真珠のほかにも多種多様の宝石がこ

の国に産する｡ほんとうに富める国であって､

その富の真相はとても筆舌には尽くせない｣｡

無尽蔵の金銀財宝を狙った二度にわたる元売と

その失敗が紹介されている｡

4 シバングの発見

東方見聞録に記された日本の姿を信じた冒険

家､探検家も少なくなかったようだ｡コロンブ

スもその一人だった(5)0｢この島には､彼らが

鼻にぶらさげている黄金も産出しますが､私は

ここで暇取っていないで､ともかくシバングの

島に到着できるかどうか行って見たいと考えて

おります｣(1542年10月13日)0｢私はこの地

で､船 (ナオ)にあるすべての容器に水を満た

-68-

しておきたいと思っていたのです｡そして､天

候さえ許せばすぐにも出発して､島を廻り､こ

の地の王と会って話をし､彼が持っているとい

う黄金を手に入れることができるかどうか見て

みたいと考えております｡それから､私の連れ

ているインディオ達がコルバと呼んでいるもっ

と大きな島へ向かおうと思いますが､この島は､

彼らの手真似から察するに､シバングに違いな

いと考えます｣(1542年10月21日)0｢今日は

クーパー島に向けて出発したいと考えておりま

す｡この地の者たちが手真似で示しているその

大きさや富からいって､この島はジパングに違

いないと私は考えているのであります｣(1542

年10月23日)0｢この地の者たちの話によると､

クーバ島は非常に大きくて､そこでは取引もさ

かんに行われており､黄金や香料もあれば､大

きな船もあり､また商人も居るということでし

た｡彼らは､西南西へ向かえばこの島に達する

と教えてくれたのであります｡私は言葉が判り

ませんが､この島々のインディオ達や､船に連

れてきているもの達の手真似から､そのとおり

だと思いますし､この島こそは､シバング島に

違いないと考えますので､それに従っておりま

す｡この島については､幾多のすぼらしいこと

が伝えられており､私の見た地球儀や世界地図

絵にも､この辺りにこの島が記されているので

あります｣(1942年10月24日)｡

｢(提督は)ここからクーバに向け出発したが､

インディオ達が手真似で､この島の大きさや､

金や真珠のことを語ったことから､この島こそ

がすなわち､シバングであると考えていたので

ある｣(1542年10月26日)0｢船へきた多数のイ

ンディオ達が手真似でこの島には黄金があると

のべ､黄金を採取する場所の名前まで上げたが､

中で最もてきぱきとしており､熱心というか､

一番うれしそうに話しかけてきた男が一人､金

鉱の場所を教えたいから一緒に来てくれるよう

にと頼んできて､提督を喜ばせた｡この男は､

友人か親類かを一人連れてきていたが､この二

人は､黄金の産地の名をあげてシバングの話を

した｡彼らはその地をシパオと呼んでいたが､

そこでは非常に多量の金が産し､その酋長は金

を打って作ったのぼり (バンデラス)をもって

いるoただこの地は東のずっと遠方にあると語

った｣(1542年12月24日)0｢そして掛 こ多量を

産するのがシバングで､この地を彼らはシパオ

と呼んでいるが､その量があまりに多いので､

土地のものはこれをなんとも思っていない､自

分は彼地からこれをもってさてもよい､もっと

も､彼らがボイーオと呼んでいるこのエスパニ

ヨーラ島のカリバタ州には､それよりももっと

多量の黄金があるとのべた｣(1542年12月26

日)｡アメリカ大陸にたどり着いたかのコロン

ブスも､インドを経て東進しながら､島影を見

ると ｢黄金の国｣ジパングを発見したと喜んだ

こと一再ならずあった｡

5 野蛮人と日本人

航海技術の発展は､世界的な規模で国々への

渡航を可能にした｡それは､植民地時代の到来

を告げるものでもあった｡科学技術の進歩が著

しかった西欧諸国､ポルトガル､スペイン､そ

の他の.多くの国は､商業的な利益をあげるため

に､インドや東南アジア諸国の香辛料､安価な

海産品､工業原料 ･製品の確保のために先を争

った｡当時の西欧の ｢先進国｣は､次々と新た

な国々､島々を発見し､西洋とは全く異なる世

界､文化に接した｡それは､迷信に頼り､粗暴

な行動を日常とするなど､西洋の合理的世界観

からはかけ離れた ｢野蛮｣そのものの世界であ

った｡宣教師や航海士の記録には､｢野蛮｣人

に関する記述がいたるところに見られる｡1542

年にインドに到着したスペインのフランシス

コ･ザビエルの書簡にも同様の記述が散見され

る｡インドは一部ポルトガルに支配されていた

が､周辺の諸王国との抗争は絶えなかった｡宗

教上の対立もあり､原住民の生活は貧困の極限

にあった｡ザビエルの報告にもこうした様子を

読み取ることができる｡｢北部の国パダカから

逃れ､持ち物を奪われて悲しみ嘆く信者を訪れ
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るため､私は陸路をたどってコモリン岬への道

を歩みました｡彼らを見て､私はこの世の最大

の苦痛を感じました｡ある者は食べるものがな

く､他の者は年老いて歩むことができず､ある

者は死に､旅路で分娩する夫婦､その他哀れな

情景でした｣(6'(1544年8月1日 書簡第32)｡

1545年には､ローマのイグナチオ ･デ ･ロ

ヨラに宛てて貧困窮乏の地で活動できる強壮な

若い宣教師を派遣することを要請している｡

｢洗礼を授けないうちに､たくさん (の幼児が)

死んでゆきますし､私たちはすべての村に駆け

付けることができませんので (たくさんの人が

必要なのです)0 ･- 身体的な労苦に耐えら

れる人でなければならないと申しますのは､こ

の地方は非常に暑くて､多くの地域では良質の

水がないため､きわめて苦労が多いからです｡

身体を養う食物は少なく､米と魚と鶏のみで他

の物はありません｡パンはなく､ぶどう酒もな

く､そちらにたくさんある物もこちらにはあり

ません｡病人でもなく､年とった者でもなく､

若くて健康な人でなければ､洗礼を授け､教え､

村から村をめぐって生まれたばかりの幼児に洗

礼を授け､未信者たちから迫害や侮辱を受けて

いる信者を守りながら､絶え間ない苦労を耐え

忍んでゆくことはできません｣(6)(1545年1月

27日 書簡第47)｡植民地インドが西欧の文明

国と大きな落差を持つことを強調している｡

モルツカ諸島から336キロ離れたモロタイ島

民について､ザゼエルは危険な住民と述べてい

る｡｢モロタイ島は非常に危険な土地柄で､

人々は陰険も甚だしく､食物や飲物のなかに毒

をいれます｣(6)0｢私と親しくしているたくさん

の人や私のことを心配してくださる方は､そん

な危険なところへ行かないように忠告してくだ

さいました｡私が (モロタイ島へ)行くことを

やめさせることができないと分かると､解毒剤

をいっぱい私にくださいました｡ ･･･これほ

どの愛情と涙とをもって私に与えられた解毒剤

を受け取らず､彼らの祈りのなかでいつも私を

思い出して祈ってくださることだけお願いしま

した｡祈りこそ毒に対抗できるもっとも確かな

薬ですから｣(6)(1546年5月10日 書簡第55)0

ヒンデュー教やバラモン教とキリスト教の対立

など､宗教上の抗争がこの背景にあったかもし

れない｡

また､モルッカ諸島の未開な風習の数かずと

して､次のように記している(4)0｢この島々の

住民たちはきわめて野蛮で､背信行為は日常の

ことです｡ - ･この地方の島々では､他の部

族と戦い､喧嘩して人を殺した場合殺された人

の肉を食べます｡病気で人が死ぬと､その人の

手や鐘を食べるため､大きな宴会を開きます｡

この島の誰かが [大きな催しをしたいと思う

と]､他の人に年老いた父を提供してくれと頼

み､その代わり自分の父親が年をとれば､あな

たが宴会したい時に､自分の父親を提供すると

約束するほど野蛮なのです｡私は一ケ月もたた

ないうちに他の島へ行きたいと思っています

が､その島でも戦いで殺された人の肉を食べ､

宴会のために年老いた父親を提供してくれと他

の人に頼みます｡その島の人々が信者になりた

いと言っていますので､私は [モロタイ]島-

行きます｡彼らのあいだでは淫乱の忌まわしく

罪深い風習があり､それはあなたがたが信じら

れないくらいで､私も書く勇気がありません｣

(1546年5月10日 書簡第55)0

コロンブスもまた､エスパニヨーラ島に野蛮

人が居ると記している(5)｡｢彼の顔つきは､今

まで見た連中とはかなり違い､ずっとみにくか

ったと提督はのべている｡彼らは体じゅうにい

ろんな色を塗りつける習慣を持っていたから､

その顔にも墨を塗っていた｡頭髪は皆長く伸ば

し､後でひっくくって束ね､それをおうむの羽

根を並べた上にのせていた｡この男も他の連中

も皆裸であった｡提督は､この男は人を喰うカ

リベ族に違いないと考えた (実際には間違いだ

った)｣(1492年1月13日)｡男も女も真裸で生

活する住民を西欧とは全く異なる文化水準にあ

る人々と見ていた｡

日本はといえば､マルコ･ポーロは､食肉人
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種として紹介している(2)0｢この一事だけは是

非とも知っておいてもらいたいからお話する

が､チバング諸島の偶像教徒は､自分たちの仲

間でない人間を捕虜にした場合､もしその捕虜

が身代金を支払えなければ､彼等はその友人 ･

親戚すべてに Fどうかおいで下さい｡わが家で

一緒に会食しましょう』と招待状を発し､かの

捕虜を殺して一 無論それを料理してであるが

- 皆でその肉を会食する.彼等は人肉がどの

肉にもましてうまいと考えているのである｣｡

人食い文化をもつ点で日本は野蛮国と見られて

いた｡

6 白い膚と黒い膚

膚の色の違いは､人間の優劣､文化的優勢と

関わりがあるかのように､記録や報告書や書簡

に額紫に言及されている｡洋の東西を問わず､

多くの人々が膚の色に対して敏感に反応し､偏

見や差別を抱き続けてきたのである｡宣教師で

あるフランシスコ･ザビエルは､ローマのイエ

ズス会月に宛てて書いた書簡(6)で皮膚の色につ

いてふれている(1544年1月15日 書簡第20)0

インドのコーチンで布教活動をしていた彼は､

バラモン僧との討論の中で､｢彼 (バラモン僧)

はさらに､人間のなかにはさまざまな皮膚の色

があるが､神は白いのか黒いのかと尋ねました｡

この地の人はすべて色が黒く､その色が良いと

思っているので､神は黒いといっています｡そ

れゆえ､たいていの偶像は黒いのです｡彼らは

それにたびたび油を塗るので非常に臭く､見れ

ばびっくりするほど醜悪です｣｡ザビエルは膚

の色の優劣を明言していないが､皮膚の黒さを

積極的に肯定しているとは受け取れない｡｢び

っくりするほど醜悪です｣という表現は､体

(偶像)に塗る油が臭気を放つことと､油を塗

った状態は醜悪であることとが合わさった結果

であると解釈することもできるが､体が黒いゆ

えに醜さがいっそう引き立つと理解することも

できるのである｡さらに､ザビェルは､モルツ

カ諸島の住民については､｢彼らの皮膚は黒い

と言うよりも [むしろ]黄色がかった褐色をし

ていて､極端なまで恩知らずです｣(6)と述べて

いる｡

一方､コロンブスもまた各地の住民の皮膚の

色に関心を示し記録している｡第一回の航海で

上陸したルカヨ諸島の住民についてこのように

記している(5)0｢中には黒く墨を塗っているも

者もありますが､彼らはカナリア諸島の者たち

と同じ肌色をしており､黒くもなければ､白く

もありません｡しかし､白く塗ったり､赤く塗

ったり､その他手当たり次第の色を塗りつけて

いるのです｡顔だけを塗っている者もあれば､

体全体を塗っている者もありますし､また目だ

けとか､鼻だけ塗っている者もお ります｣

(1492年10月10日)｡しかし､ザビエルがバラ

モン僧を見たときとは異なり､好印象を持って

いる｡｢彼らは皆そろって背丈が高く､顔つき

もよく､よい姿をしているのであります｣｡パ

ラゴアの住民についても同様である｡｢『この地
のものは､持っている物を何でも皆､ほんの僅

かの値段で分けてくれ､龍一杯の綿でも､紐の

はし切れ (その他何とでも)と替えてくれた｡

また彼らは悪意もなければ､戦も好まず､男も

女も皆､母親が産み落とした時と同じような裸

で歩いている』､と提督は述べている｡実際女

達は恥部をかくすだけの綿製のものを身につけ

ているだけである｡彼女達は皆非常に礼儀正し

く､色はカナリア人よりもずっと黒いというほ

どではない｣(1492年11月6日)｡別の島の女

性たちについては､｢彼らの容貌について､男

も､女も､この地のものは､他の地方の者たち

とは比べものにならないほどで､色もずっと白

く､中にはエスパニヤ人だといえるくらいに色

の白い若い女が二人居たと語った｣(1492年12

月13日)｡エスパニヨーラ島では､住民の肌の

白きを誉めている｡｢この王を初めとして､他

のものも骨､母親が生んだ時と同じように真裸

で歩いており､女たちもこれで何ら恥らうこと

がなかった｡この地の者は女も男も､これまで

見てきた中で最も美しく､色も非常に白い｡こ

- 71-

西洋人と黒人に対する日本人の人種ステレオタイプの形成に関わる心理―歴史的背景 
－イエズス会宣教師の書簡・報告を中心にした分析－ 
（埼玉大学紀要 教育学部（教育科学I), 51(1) : 65-84 (2002)



の地は絶好の気候ではあるが､かなり寒いこと

もあるのだから､衣服をまとって太陽と大気か

らその肌を守っていたならば､彼らもおそらく

エスパニヤの人と同じほどに色白くなっていた

ことだろう｣(1492年12月16日)0｢私 (提督)

がエスパニヨーラ島と名づけましたこの島に数

多くすむ人々は､すべてその振舞いまことに愛

らしく､話し振りもやさしく､他の地の者のよ

うに､話をすればまるでおどかしているような

のとは異なるのであります｡彼らは男も女も､

背丈ほどよく､色も黒くありません｡最も彼ら

は皆､黒や､他の色､その多くは赤色ですが､

それを身体に塗っております｡これは日光にあ

まり焼けないようにするためだということを知

りました｣(1492年12月24日)0

マルコ･ポーロは､｢(日本国の)住民は皮膚
の色が白く礼節の優雅な偶像教徒であって､独

立国をなし､自己の国王をいただいている｣と

記して､膚が白いと紹介している｡しかし､日

本に渡った宣教師の報告に日本人の肌の色に閑

する記述はほとんど見あたらない｡

Ⅰ 西欧人の日本上陸

1 宣教師の日本への渡航

大海に浮かぶ小国といえども､日本には中国

を通じて､インドや東南アジア､そして遠く西

欧諸国に関する情報が入ってきていた｡さらに

航海技術の向上によって､インド､東南アジア

を経て､日本近海まで北上する西欧の船が現れ

るようになる(6)｡こうした商船に乗って日本に

やってきた初期の西欧人が､当時ヨーロッパで

大きな力を持っていたイエズス会の宣教師たち

であった (図2)｡宣教師は未開の国の人々に

カトリックのキリスト教を布教することによ

り､野蛮な状態から救いだし､神の摂理が支配

する世界へと開化させることを使命としてい

た｡こうした宣教師の活動は､仏教が支配的で

あった日本では､西欧流の合理的思考様式がは

じめて紹介される機会であった｡それとともに､

姿 ･形のまったく異なる ｢西欧人｣､いいかえ

図2 聖フランシスコ･ザビエル渡航園 (聖フランシスコ･ザビエル全書簡1,1994より引用)

-72-

れば ｢異人種｣との初めての直接的な接触であ

ったo当時日本の社会を統率し､支配していた

のは武士であったo知識があり教養のあった武

士や宮廷 ･公家の人々にとっても､異国人は珍

しく､好奇の対象であった｡科学的な知識 ･技

術を元にした器具 ･用具を豊富に持ち､それら

を使いこなす未知で不気味な存在でもあった｡

少し長くなるが､珍事とも言える出来事をあげ

ておこう｡

宣教師のフランシスコ･カブラルが1571年

にみやこ (京)を訪問した折り､岐阜にいた信

長に謁見した(7)0｢ここに一つの滑稽なことが

起こった｡度たびみやこへ行って､教会と交渉

があり､親しくしていた､信長の政庁の人びと

を除いて､その国の住民たちは今までにこのよ

うな人たちを見たこともなく､知りもしなかっ

たので､ぱあでれたちは彼らにとって目新しく､

たいそう珍しい人たちであった｡ところで､ぱ

あでれフランシスコ 〔･カプラル〕は近視で､

岐阜の町にはいった時､この町の場所柄や優雅

さを見るために､彼は眼鏡をかけた｡一般庶民

は衣服を見ただけでもたいそう奇異に感じた

が､眼鏡を見て人々の驚異は比較にならぬほど

大きかった｡そうして､ぱあでれが道を通りが

かった時､彼等は目で見る物についてじっくり

考えることができなかったので､数人の単純な

人たちは､ぱあでれには目が四つあって､二つ

はすべての人びとが生まれながらにもっている

普通の位置にあり､ほかの二つはそれから少し

離れたところに外に向かってあり､鏡のように

光っているのは見るも恐ろしいと､かたく思い

こんだ｡この噂は一般民衆に確実なこと､まち

がいないこととして弘まり､いよいよばあでれ

たちが出発しなければならなかった日には､男

女､子供たち､大勢が､街の人々だけでなく､

遠くはなれた多くのところから､また､尾張の

国からも殺到して来たほどの有様で､この世に

も不思議なことを見られるようにと､彼らが立

ち行くのを待ちもうけていた人びとは､四千人

乃至五千人を数えた｡また､彼らの好奇心の情

熟は激しかったので､あの新規なものをもっと

近くから望みのままに見ることやミできろ､串本

に､彼等は突然大挙してあq?AL購あでれ患撮
す〕たちが泊まっていた家へ侵恭し綿 生態轟

ので､家主は自分に災難相 羊鱒 四 連馳

ばあでれたちが住んでいた 〔二〕1嘩 J)導電鯛

段を余儀なく取外さなければならな鳩 尾嶺

たoそれでも彼等は上ろうとして･家の猛撃寒
じ登ろうとした｡

彼らが約三､四時間待ち､張りつめた期待が

極度に高まった後､一同が戸口に日を注いでい

ると､家から出てきて馬に乗った最初の者は､

日本人いるまん (修士)ロレンソであった｡彼

はもう片方は盲目であったから､唯一の目しか

もっていなかった･･･｡彼等は四つの目があ

る男を見ることを期待していたし､そのことば

かり考えていたので､いるまんロレンソをこの

ような面相で見ることはまことに滑稽に思わ

れ､自分たちが期待していたのとはまったく異

なったものがきたので､声をあげて､大声で爆

笑せざるを得なかった｡

しかし､彼等は､四つの目の男は後からくる

のだと心から思いこんでいたので､彼が来るの

を待っていた｡ - ･旅の伴をしていたばあで

れが馬に乗った時､彼等は菅ももっているよう

な普通の目二つだけしか彼に見なかった｡しか

し､彼等にとっては異様な人間を見る喜びと新

規さとに心を奪われて､三千人近くの人々が彼

の馬を取囲んだ｡彼らは大声で叫び､彼の前で

欣喜雀躍し､手を打ち鳴らしたので､道路の幅

が広いにもかかわらず､馬はそう易々とは前進

できず､ - ･道を開かなければならなかっ

た｡ - ･人びとは自分たちが聞いていたこと

が或いはやはり真実であるかどうかを試してみ

ようとして､いつもばあでれをじっとみつめな

がら､市外近くまででかけて行った｣｡西欧人

が､人々の注目の的であったことを示す好例で

ある｡

宣教師たちは､黒人を連れ歩いていた｡日本

人にとって黒人はさらにめずらしく､不思議な
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存在として受けとめられていた｡西欧人にとっ

て黒人は奴隷であり､人間としては扱われてい

なかった｡日本でもまた黒人は人間ではなく､

動物とみなされていた｡黒人の容姿､服装は､

南蛮絵に写実的に描写されていて､当時の様子

を知ることができる(8)(9).西欧人は洋服を着､

靴をはいているが､黒人は裸足で歩き､白人に

南蛮傘を差しかけるなど､召使いとして働いて

いる｡宣教師の連れた黒人を見た信長は大いに

驚嘆し､強く好奇心を駆り立てられた｡想像だ

にできなかった黒人の姿は､当時の人々の ｢人

間観｣を一変させる大きな出来事であり､潜在

的に ｢人種｣意識を喚起する重大な契機だった

のではないだろうか｡

ところで､中国や朝鮮の人々との交流､琉球

を通じた東南アジアの人々との日本人の交流

は､古くから盛んに行われていた｡彼等は､肌

の色も､髪や目の色も､容姿､背丈も似たアジ

ア諸国の人々を自分たちとまったく異なった

人々､｢人種｣として受けとめることは少なか

った｡それに対して､あらゆる点で著しく異な

る西欧の人々との出会いは､すべての日本人に

大きな衝撃であったに違いない｡

2 野蛮の国朝鮮と開化途上国日本

1578年7月5日､イタリア人宣教師のアン

トニオ･プレネスティーノは､日本を目指して

マカオを出発した｡途中､猛烈な台風に襲われ､

難破しそうになりながら､すんでのところで陸

地を見つけた(7)0｢正午に我らは陸地を発見し

たが､濃霧のため､それが (どこの陸地か)知

ることができなかった｡また､この時､我らは

前橋下帆が引き裂かれたのはデウスのいかに大

きな御恵みであったかを悟った｡もし､(あの

時)前櫓下帆がさらに四時間もちこたえていた

ならば､私たちは間違いなく海岸に衝突してい

たであろう｡この日､ポンプによる排水を終え､

我らは死の淵から脱したことを認め､歓喜のう

ちに進んだ｣｡船の改良と航海技術が進歩した

とはいえ､海洋を渡るには命の危険にさらされ

るとが多かった｡しかも､｢同日の午後､陸の

方から風が吹いてきた｡水先案内人はおもに帆

をできるだけしっかりと結び付けると､彼が望

んだ通り､風を利用してそこから遠ざかり始め

た｡ ･･･同じ天候が続く間､定航船 (ナウ)

は向きを変えることができぬため､或る時は船

尾を前に､或る時は舷側を前にというように､

回転しながら進んだ｣｡航海は､風任せであっ

た｡難破や疾病により失命する可能性も高く､

強靭な体と体力を持つものといえども､遠くヨ

ーロッパからアジアの東端にいたるには決死の

覚悟がいった｡日本にヨーロッパの人が上陸す

るなどということは稀有なことだった｡

彼らの到着地は､期待していた日本ではなか

った｡このときの彼らの報告は､アジアの国を

西欧諸国がどのように見ていたのか､その一端

を示すものであろう｡｢月曜日､陸に近づいた

時､我らはそこが (想像していたような)日本

の地ではなく､かつて我ら (ポルトガル人)が

漂着したことのある朝鮮の地であることを知っ

た｡ここは野蛮で不人情な人々が住んでおり､

いかなる国民とも通商することを望んでいな

い｡人の言によれば､数年前､ポルトガル人の

ジャンク1俄が同地に赴いたが､この邪悪な

人々は彼らのサンパンを奪い､その乗船者らを

殺したので､(ポルトガル人は)ジャンクを焼

かれぬように少なからず用心したとのことであ

る｡このため､我らは新たな懸念と恐怖に圧迫

され始めた｡ ･･･船にはポルトガル人と召し

使いの合わせて三百名の戦闘員がいるのである

から､同地に大砲で防備を固め､時々､外に出

て水と食料を手に入れるならば､陸地にいる方

が何らかの救済策を得る可能性が高いことは疑

うべくもないし､その地で木を切って船を造り､

これを日本に遣って救助を求めるであろうとい

うものであった｡また､彼らは最後に､海上で

飢えや渇きと戦うよりも､上陸してかの野蛮人

のみならず､まさに悪魔と戦う方がはるかにま

Lであ｣る｡この頃には､日本は野蛮な国とみ

なされていたわけではない｡とはいえ､ヨーロ
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ツパなみに開化した国であるとも見られていな

いo｢平戸には司祭館があって我が会員の司祭

二名が駐在している｡ - ･彼らの内の一人で

あるバスチアン坤がその地の果物など元気づけ

る品物を携えて我らに会いに来た｡ - ･我ら

は彼を大いに歓迎し､喜びの涙を流した｣｡

1549年のザビエル上陸以来､日本にはすでに

宣教師が住み､布教の地であったことが､彼ら

の抱く肯定的日本観の大きな背景要因であっ

た｡

朝鮮や日本に限らず､当時は西欧文化圏以外

の国は野蛮な地､未開の地と見られていた｡前

述したように､好印象を持ってルカ諸島の住民

を受けとめたコロンブスであったが (実際は提

管)､文化的には未開ととらえている｡｢私には､

彼らはあらゆる面からみていかにも貧しい者た

ちのように思えました｡彼らは皆､母親が彼ら

を産み落としたときと同じような状態の裸で歩

いており､女達も同様でした｣(1492年10月10

日)｡決して対等な人間として見ていたわけわ

けではないことは､次のように言っていること

で明白である｡｢私は (提督)は､身体に傷跡

のあるものを幾人か見ましたので､それはどう

したのかと手真似できいてみましたところ､彼

らは､近くの島の者がやってきて捕らえようと

したため､身を守ったのだという様子を示しま

した｡これは､大陸からこの島-彼らを捕らえ

にやってくるのだと私は思いましたし､また現

にそう考えております｡彼らは利巧なよい使用

人となるに違いありません｣｡原住民は､西欧

の人々の使用人に ｢適する｣というのである｡

3 戦乱の国日本

日本の生活になじむよう努力しながら布教活

動を進める西欧の宣教師たちは､日本文化の特

徴を西欧文化と本質的に異なるものと認識し､

日本人は西洋人と大きく異なる特質を持ってい

ると大司教に報告している(10)0

イエズス会は､日本に司教を派遣する旨連絡

してきた｡しかし､宣教師ヴァリニヤーノは日

本の特殊事情を考慮して派遣をとどまるよう要

請している (1580年8月25日書簡)0｢第一の

理由は､我らは日本に多数のキリシタンを擁し

ているが､彼らは異教徒の領主が治める各国に

分布しており､その領主たちは司教が彼らの臣

民を管轄することを決して認めないことであ

る0第二の理由は､日本人の生活様式はヨーロ

ッパの生活様式や法､習慣と全く異なる故に､

キリシタンでさえヨーロッパにおけるのと同じ

ように教導することができないことであり､こ

の相違は多少言葉を用いたくらいではとても言

い表せぬほど大きなものである｡しかし､日本

人は､どれほど身分が低くともいかなる侮辱や

罰にも決して甘んじることがなく､従って司教

は彼らをほとんど司牧することができず､彼ら

に対して罰を加えることも､またいかなる権限

を行使することもできないと言えば十分であろ

う｡第三の理由は､日本は世界でも最も反乱の

多いところであり､決して一つの状態に留まる

ことがなく､また､人々が互いに大なる反乱と

謀反を行うため､日本のどこにも安全な場所が

ないことである｡当地の司教は､たびたび冒溝

と虐篠を受けることになろう｡第四の理由は､

(布教を)維持するにはきわめて多額の収入と

経費を要することである｡何となれば､日本の

生活様式がまさにそうであり､この様式に従っ

て教会を維持せねばならず､キリシタンの大身

には庇護を得るため､また､異教徒の大身には

改宗に反対させぬため､無数の進物を贈らねば

ならないからである｡日本の人民はその領主に

たいそう依存しているので､領主の庇護なしに

は何もすることができない｡彼ら (聖職者)は

数多くの消費と苦労､世俗的かつ霊的な誘惑に

見舞われるのであり､どれほどの聖職者がこれ

を耐え忍ぼうと欲し､また､そうした誘惑にい

かに対処するのか私には判らない｡言葉を学ぶ

には多年を要するが､この苦労とて純粋なる慈

愛と従順の命によらなければ耐えられない｣(10)0

日本は群雄割拠し､人々は完全に領主に支配さ

れており､異教であるキリスト教を布教するこ
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とは許されないこと､日本と西欧の文化はまっ

たく異なり､西洋流儀は通用しないこと､日本

人はたとえ身分が低くとも､どのような侮辱や

罰に対しても甘んじか ､こと､賄賂が常態化し

ており､布教活動を維持し､人々を信仰させる

には多額のお金がかかること､戦乱の世にあり

治安が悪いこと､世俗的な誘惑が多すぎること､

などが布教活動を困難にする日本独特の要因と

してあげられている｡

4 箕しくも優良な民

民衆の生活は貧しく､自由な間引きと堕胎が

行われていた｡｢女が子供を産むと､その子供

を養育しないですむように､嬰児を殺してしま

うか､あるいは胎児をおろすために薬を用いる｣(3)0

｢年若くて貧しいキリシタンの女性が異教徒で

ある母親の勧めによって堕胎したことである｡

堕胎は日本においては子供を育てることができ

ない貧民の間に広まっているが､これを知った

当地のキリシタン宗団は彼らの大半が日曜日と

祝日ごとに集まるキリシタンの家に彼女が来て

いっしょに祈ることを決して許そうとはせず､

まずはじめに告白してかの罪を償うことを求

め､その後に赦すであろうと言い､彼女が流し

た涙も､また赦しを求めて示した悔俊も､結局､

彼女が告白して和解するまで彼らには受け入れ

られなかった｣(12)O

ルイス･フロイスは堺からの報告で次のよう

に述べている｡｢婦人たちが堕胎を行うという

ことは､日本ではきわめて頻繁なことである｡

ある者は貧乏が原因で､ある者は大勢の娘にう

んざりして､或る者は自分が仕える身であって､

そうでもしなければよく勤めを続けることがで

きないために､また､その他いろいろな理由か

ら､〔それを行っている〕｡しかも､誰一人それ

に対して憤りを感じないと言うのが通例であ

る｡或る人たちは､誕生後､その譲に脚をのせ､

窒息させて､子供を殺し､また或る人たちは堕

胎を誘致する困となるある薬草を飲む｡そうし

て､堺の町は大きくて人口が多いので､朝､岸

辺や堀端を歩いていくと､そこに投げ捨てられ

た子供たちを見ることが皮たびある｡母親が誕

生後投げ捨てようと思っている子供に対して､

幾分でも人情味を示そうと思う場合は､子供た

ちを海岸に置き､潮満ちて彼らを完全に殺すか､

或いは壕の中へ投げ捨てる｡すると､普通は犬

が来て彼等を喰ってしまう｣(14)｡裕福なキリシ

タンが､捨て子を助け､養育に出すこともあっ

た｡母親が堕胎で命を落とすことも稀ではなか

った｡｢あるキリシタン婦人が､妊娠中に､子

供をおろすためにある薬を用いた｡その堕胎の

ために､彼女は病気になり､その後まもなく死

んだ｣(12)｡キリシタンになる人々に貧困な人々が

多かったことにも関係する事柄かもしれない｡

しかし､宣教師たちは､日本人は穏やかであ

り､日本を布教に適した地であると見ていた｡

｢私たちが交際することによって知りえた限り

では､この国の人びとは今までに発見された国

民のなかで最高であり､日本人より優れている

人びとは､異教徒の間では見つけられないでし

ょう｡彼らは親しみやすく､一般に善良で､悪

意がありません｡驚くほど名誉心の強い人びと

で､他の何よりも名誉を重んじます｡大部分の

人びとは貧しいのですが､武士も､そうでない

人びとも､貧しいことを不名誉と思っていませ

ん｣(6) (1549年11月5日 書簡第90)｡フラ

ンシスコ･ザビエルは日本人を絶賛している｡

特に､洗礼を授ける対象の青年に対してはその

資質の高いことを読み取っている｡宣教師ダリ

オは次のように述べている｡｢聴聞を希望する

彼 (柴田勝家)の友人たちは心の変わり易い青

年でもなければ､珍しいものを喜ぶ輩でもなく､

身分高く物事に動じぬ年齢の人たちであり､聴

聞すれば悟ることが期待される｣(10)(1581年5

月19日付 ルイス ･フロイス書簡)｡武士階級

の子弟は､礼儀正しく､教養も高く､優れた者

がいると見ていた｡薩摩での宣教活動で､｢新

しく発見された世界で､新しいキリスト教徒の

中に､これほどすぐれた､明噺な理解力をもっ

ている国民はないと思われる｣(12)と書いている｡
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すでに述べた中にもあるが､日本人は非常に

好奇が強いと受けとめられている｡人種の違い

に対する関心に限らず､日常生活のいたるとこ

ろで､好奇心の薄さが表れていた.宣教師たち

は､こうした日本人の新しい物好き､ものめず

らしさに強く惹かれる傾向を､布教活動でもた

くみに利用していた｡同時に､日本人の清潔好

き､端整好みにも注意を払っていることがわか

る｡安土山の市にある修道院を信長がある日突

然訪れた(12)(1582年2月15日付 ガスパル ･

コエリュ日本年報)｡信長の好奇心とともに日

本人の好奇心の強さを読み取っていて面白い｡

｢信長は､ある日央然､我らの修道院を訪れ､

その到来を知らされぬまま司祭たちは彼を修道

院に迎えた｡これは彼が不整頓と不潔を非常に

嫌うからであり､オルガンティーノ師はその性

格を知っているので欠点を見られぬように常に

注意を怠らなかった｡ ･･･信長は一同を修道

院の階下に留めて最上階に昇り､深い情愛と親

しみを込めて司祭および修道士たちに語りか

け､時計を見に行き､修道院に備え付けのクラ

ボとビオラを見て両方とも弾かせ､これに耳を

傾けて喜んだ｡ ･･･鐘ならびにその他の司祭

たちが同所に持っている珍しいものを見に行っ

たが､その品々は異教徒を引き寄せる上できわ

めて重要なものである｡というのも彼らは非常

に好奇心が強くそれらを見に来るからであり､

我らが日々体験する通り､彼らを我らに親しま

せ説教を聴かせるための手立てとなっている｡

今日までに日本へ渡来した事物の内､日本人が

最も好んだこと (の一つ)はオルガン､クラボ､

ビオラを弾奏することであった｡そのため我ら

は今では二台のオルガンを､一台は当安土山に､

また今一台を豊後に所有しており､各地にはク

ラボを備えている｡少年たちが (これらを)学

び､ミサやその他の祝祭ではヨーロッパの祝祭

における歌手その他の設備の不足を彼らによっ

て補っている｡以上のことは､異教徒の心を動

かしデウスの教えの栄光と荘厳さを知らしめる

ためにきわめて必要なことである｣｡

5 好奇の的の西洋人

今まで見たこともない西欧の人々に触れた驚

きは､日本に限らずどこでも共通していた｡自

然状態で生活していたパラゴアの島民の驚嘆

を､コロンブスは以下のように記述している｡

｢(部落の)その家は非常に大きな天幕のような
形をしていた｡ ･- 住民はその習慣に従い､

二人 (調査に行った乗組員)を非常に丁重に迎

え､男も女もみんなが二人を見にやってきた｡

そして一番立派な家に二人を宿泊させ､身体を

触ってみたり､手や足に接吻したりしてすっか

り驚嘆し､この二人が天から降ってきたものと

思い込んだ｡二人もまたそのように思わせてお

いた､ということであった｡ - ･しばらくす

ると男たちは出て行き､女たちが入ってきたが､

彼女達もまた同じように二人の周囲に坐り､そ

の手や脚に接吻して､二人が彼女らと同じよう

に肉と骨で出来ているのかどうかをたしかめ

た｣｡15世紀頃､日本国内で庶民が海外から来
た人に出会うことはまったくなかったといって

よい｡特に､京都､大阪など大都市や都近辺以

外の地方では､人々が外国人と遭遇することは

皆無であった｡外見も言葉も､身につけている

もの､持ち物すべてが異国風の人々は､身分や

階層の違いを越えて､強烈な印象を人々に与え

た｡

1581年5月19日付で､宣教師スイス ･フロ

イスが日本に滞在していた同僚の司祭に宛てた

書簡には､あふれる好奇心から､外国人である

宣教師一行を一目見ようと押しかけ群がる民衆

の姿が書かれ､当時の民衆の外国人観を知るう

えで興味深い(10'｡｢都から越前までの五十里に

及ぶこの (我らの)旅のため､(信長に)若干

の口添えをしてくれるよう (懇願し)､我らは

聖霊降臨 (祝日)の午後､長浜に到着した｡こ

こは大きな市 (まち)で (羽柴)藤吉郎の城が

あり､彼が養子にしたお次 (秀勝)と称する信

長の一子がいた｡同所にはかつて司祭が訪れた

ことがなかったので､私が市の入り口に着くと

すぐ､住民が皆騒ぎ､私には彼らが後をついて
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くるように思われた｡同行した人の話では､お

よそ三､四千名が､或る者は我らの前を行って

大声を上げ､また或る者は我らの衣服を噺笑し､

不敬な言葉や悪口を吐き､人々の騒ぎに驚いて

家から出てきた者もあったということであっ

た｡噸笑 (を耐え忍ぶ)苦行がより長く続くよ

うにデウスは案内人が我らの宿泊すべき家を誤

ることを望み給うた｡こうして我らは人々に囲

まれたまま家を探してずいぶん市を歩いた｡

(目差す)家に着くと､その主人は群集から身

を守るため戸口を閉めさせたが､(群集は)戟

らが同伴していた黒人は私が (下僕として)逮

れているのだとおもったらしく､三度､四度と

戸を破り､何としてもこれを見ようと (家に)

入ってきた｣｡

ごった返す群集の様が目に浮かぶ｡いかに外

国人が珍しい存在であったかを物語る記述であ

る｡ここで注目したいのは､西欧人である宣教

師たちに対して侮蔑的な態度をもち､邦輸し噸

笑する行動をとる者が少なからずいたことであ

る｡この描写からは､当時の日本人の多くが､

西洋人に対して尊敬や憧れの念を抱いていたと

は推測できないのである｡一度ならず､二度三

度と戸を破ってまでも異国の人を一目見ようと

押し寄せた人々の行動は､西洋人､特に黒人は

珍しく､最高の好奇の対象だったことを示すも

のであろう｡もちろん､洗礼を受けた住民は宣

教師を慕い､尊敬の念を抱いていたことは言う

までもない｡民衆の熱気はすぐには覚めやらず､

夜中まで見物客は人だかりをつくったという(10)｡

｢気晴らしのために (我ら)を見に来た者が多

く集合し､夜の十時になっても立ち去らず､

(家の中に)入ろうとして門を叩いて止まない｡

また或る者は己の欲望を容易に果たそうとして

屋根に上がり､我らが見えるように覆いを外し

た｡家の主人は同市の重立った身分の高い人で､

われらも大いにもてなした｡我らは世俗一般の

礼をしたほかに､彼並びにその家族全員､数人

の客に説教を行った｡彼らはこれを聴いて喜び､

我らのことについてこれまでとは異なる考えを

抱いた｣｡屋根を剥いでまで宣教師たちを見よ

うとする民衆は､珍しいもの見たさにまさに興

奮と熱狂の渦に飲み込まれたのである｡

さらに､聖霊降臨の (祝日の)次の火曜日､

フロイスらは宿泊した小さな町を出発し､府中

という越前の中心的な市に向かった｡そこでも

また､一行は民衆の好奇の目に曝されることに

なった(10)0｢その時まで我ら一同は市を見なが

ら心静かに道を進んでいたが､市民らが当地に

デウス (我らをこう呼んでいる)が現れたと思

い､長浜で私を取り囲んだ群衆よりもさらに大

勢が集まった｡そして私をよく見ようとして､

市の住民と身分ある人たちは夫人の家臣から駕

寵を奪い取り､宙を飛ぶようにこれを運んだ｡

市中から集まった人々は皆､たいそう大声を上

げながら私の後を追ってきた｡午後四時か五時

のことであろうか夫人の家に着くと彼女は立派

な晩餐をもって歓待し､我ら一行に大いなる好

意を示した｣｡まさに､外国人宣教師が現れた

ことは､天変地異にも匹敵する-大事件だった

のである｡

｢もし､毎時間､当地で起こることを記すと

なれば､たとえ他の事をしなくても尽きること

がないであろう｡日本人は珍しいものを好み､

我らと我らのことはこの国の人々にとってはこ

とごとく珍しいからである｡本日の午後､あら

ゆる類の平民がここに集まってきた｡多くはた

だ私を見るため (集まった人々)であったが､

ほかにも聴聞のため (に来た)者や世間の噂に

動かされた者 (がいた)｡彼らの中に法華宗の

-寺院の重立った仏僧一人と他の仏僧二人 (が

いた)｡また或る者は屋根もしくは木に登り､

或る者は家を取り巻き､家はすでに (人で)演

杯であるにもかかわらず､何としても家に入っ

て説教を聴かんとして壁を壊し戸を激しく叩き

始めた｡さらに街路は相当広いが､聴聞を望む

男女や子供でいっぱいであった｡ダリヨ並びに

右近殿のキリシタンの家臣たちがかくも多数の

人々と争うのではないかと大いに危ぶまれ

た｣ (10)｡民衆が殺気立つほどに西欧人の出現は､
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驚天動地の出来事だった｡

6 黒人と日本人

西欧人以上に好奇心を掻きたてられたのが､

宣教師たちに同伴していた黒人であった｡ルイ

ス ･フロイスは､1581年4月14日付の日本に

滞在していた司祭に宛でた書簡で､黒人を目の

当たりにしたときの民衆の様子を細かく記述し

ている(10)｡彼らは､巡察師ヴァリニヤーノにつ

いて豊後を出発した｡和泉国の堺の海岸付近に

到着し､上陸した｡彼らの上陸とともに､多くド

の信者が出迎えた｡｢同夜､結城 (ジョアン)

殿 (又は結城弥平次)は九里の所から､又池田

丹後殿は四里の所から､その他多数の貴人が各

地から駆けつけてきた｡土曜日と枝の日曜日に

(巡察)師は伊 (也)智文太夫が (我らに)与

えた家において了珪の面前でミサを行い､日曜

日には枝を祝福したが､(参列した)人があま

りにも多かったため､その三分の一も屋内に収

容することができなかった｡同 (日)の枝の祝

日に我らは岡山に向けて出立した｡堺の市を出

る時､無数の人々が巡察師の並はずれた背丈と

我らに同行していた黒人 (カルフ)の (膚の)

色を見ようと街路で待ち受けていた｡堺は極め

て自由 (の市)であったが､多数の民衆と武士

が集まったので､我らの一行が狭い道を通る際

に数軒の店を壊したにもかかわらず苦情を言う

ものはいなかった｡堺を出ると三十五頭を超え

る駄馬､三､四十名の荷持人足､ほぼ同数の乗

馬が居り､黒人もまた騎馬するようにしきりに

勧められた｡道行くごとに人々が我らを出迎え､

多数の貴人が同行して必要な乗馬を整えた｡ま

た､我らに相見えんとする多数の貴人が馬上か

ら出迎えた｣｡ことさら黒人は誰にとっても好

奇の対象であった｡

｢復活祭の日に続く週の月曜日､信長はこの

都にいたが､多数の人々が黒人を見ようとして

我らの (修道院)門前に詰め掛けたため､これ

が騒ぎの発端となって投石による負傷者や瀕死

者が出た｡門を警固する者が大勢いたにもかか

わらず､人々が門を破ろうとするのを容易に抑

えることができなかった｡皆が言うには､もし

金儲けをするために (黒人を)見せ物にしたな

らば､少なくとも一人の者が短期間に八千乃至

一万クルザード (の金)をいともたやすく稼ぐ

であろうとのことである｡信長 (もまた)黒人

を見ることを切望し､彼を呼び寄せ､オルガン

ティーノ師が彼の許に連れて行った｡信長は大

変な騒ぎようで (黒人の)腰から上の衣服を脱

がせたが､それ (膚の色)が自然であって人工

のものでないことを信じなかった｡信長の息子

たちもまた黒人を呼び寄せ､曹大いに喜んだ｡

今は大阪の指揮官 (カピタン)である信長の甥

も黒人を見て非常に喜び､これに銭 (カイシャ)

一万を与えた｡彼らの見物を得たために､我ら

には非常に多忙なことであった｣40)｡黒人は､

白人以上に珍しく､信長の驚きようからすると､

彼が黒人に会う初めての体験だったと思われ

る｡

このように､1581年 (天正九年)安土城を訪

問した宣教師達は､黒人奴隷一人を同伴した(14)0

そのときの信長の驚きと喜び様は尋常ではなか

った｡･｢バードレは黒奴を一人同伴してゐたが､

都においてはかつて見たことなき故､緒人骨驚

き､これを観んとして来た人は無数であった｡

信長自身もこれを観て驚き､生来の黒人で､墨

を塗ったものでないことを容易に信ぜず､僅々

これを観､少しく日本語を解したので､彼と話

して飽くことなく､また彼が力強く､少しの芸

ができたので､信長は大いに喜んでこれを庇護

し､人を付けて市内を巡らせた｣｡信長は､黒

人を一人もらい受け､使用人 (家来)にしたほ

ど強烈な興味関心を示した｡

1582年､信長が京都の本能寺で休みの床に

就こうとしていたとき､明智光秀の謀反にあい､

不意打ちによる無残な自死を遂げた｡本能寺の

変後､信長が家来にした黒人は､信長側で大い

に戦ったと記されている(12)0｢信長の求めによ

って巡察師が彼の許に残していった黒人 (カフ

ル)が信長の死後､世子の邸へ行き同所で長い
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間戦っていたので我らは少なからず心配してい

たが､明智の一家臣が彼に近づき､恐れずに刀

を (棄てるよう)求めたところ､彼はこれを差

し出した｡別の家臣が明智の許に行き､黒人を

いかにすべきか問うたところ､その黒人は動物

(ペステイアル)であって何も知らず､また日

本人でもないから彼を殺さず､インドの司祭た

ちの教会に置くように命じた｣｡明智光秀が､

本心から黒人を動物と見ていたか定かではな

い｡しかし､白人や黄色人と同等の人間とみな

していなかったことは確かである｡

Ⅰ 考察

15,16世紀の日本人と西欧人の出会いを､

おもにイエズス会の宣教師の日本報告をもとに

整理した｡海外との交流がほとんどなかった日

本人にとって､宣教師たちは好奇の対象であり､

異様な人々でもあった｡しかし､西欧人に対す

る印象や観念が､日本の人々全体に一般化する

には接触の場が少なすぎた｡宣教師の書き留め

た書簡や報告は､言及する地域がおもに大都市

や都に限定されるが､日本人が初めて接する西

洋の人々や黒人をどのように受けとめたのかを

知る好材料である｡ⅠとⅡの整理をもとに､日

本人の外国人観､人種観を中心に考察してみよ

う｡

1 西洋人に対する切実と侮蔑

信長に庇護されたとはいえ､イエズス会の宣

教師達は､日本の民衆から噸笑され､侮蔑され

ることが多かった｡そこには､彼らが異教と呼

んでいた仏教緒宗派との対立が厳しかったとい

う問題が一つある｡特に法華宗との対立は激し

いものであった｡彼らが身に着けていた黒衣が

異国風で､話す言葉が異なり異様であったこと

も抑旅される一因であったであろう｡｢夜にな

ると､人々は盛んに石を投げてばあでれの後を

つけ､ほかの者たちは一掴みの土や馬糞をばあ

でれに向かって投げつけたが､その時彼は､少

しでもばあでれに近くなるように､葦を編んだ

壁の間に手を突っ込んだ｡また､ほかの者ども

はばあでれのことを 『天狗』とか､Fにせもの

の証し狐』と呼んだ｡ある者どもが行くと､ほ

かの者どもが来るという具合で､腕白小僧ども

は罵倒と悪戯との娯しみで､一日中のほとんど

大部分を過ごし､それを阻むものも止める者も

いなかった｣(ll).殺害される恐れ､家に火をつ
けられる危険も日常的に感じていた｡｢家でキ

リシタンたちに教話をしていた最中に､ダイマ

ンボウという一流の僧侶の弟子で､短刀を秘し

持った-僧侶が戸口から入ってきて大胆不敵に

も､その家の中で､ - ･短刀の鞘を払って､

そこにいた同宿の伝道師といるまんとを殺害し

ようとした｣(11も｢(僧侶たちは)キリシタンた

ちの家に石を投げ､昼間は､彼らに行き違えば

平手打ちを喰わしたり､その顔に唾を吐きかけ

た｣(12'｡宣教師たちが ｢夜､身体は凍えきって

腹はへり､全身びしょ濡れになって宿に着いて

みると泊めてももらえないようなところもあっ

た｡ある時は､ひどい寒さと深い雪とのために､

脚が腫れ上がったこともあった｡またある時は､

道が非常に険しく､いくつも高い山越えで､し

かも彼等は荷物を背負っていたので､途中で倒

れたこともあった｡その上､彼等は身なりも貧

しく粗末で､日本人の眼には､全く新しい､異

様な､この地方ではまだ見たこともない人々で

あったので､行った所どころ､往来や広場で子

供たちから石を投げられたり､悪口をあびせか

けられたりしたこともあった｣(3'｡子供から大

人まで伴天連に対して相当の悪妹な仕打ちをし

ていた｡

宣教師たちが京の都に逝く ｢道中では､少年

たちや行き逢う下層民が､後ろから大きな声で

叫んだり､突然大笑いを始めたり､悪口をあび

せたり､また､子供たちは往来に走り出て､ぱ

あでれを噺り笑って同じことをやった｣(3)o｢僧

侶たちは､我らの仲間に対して多くの偽証をあ

げようとして極力奔走した｡そうして､世間の
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人々に自分たちの言うことを信じさせるため

に､切支丹伴天連は人間を喰い､人間の身体の

中に閉じ込められた悪魔である､伴天連や伊留

満の言うことはすべて､彼らの口をかりてもの

を言う悪魔の入れ知恵である､と言いふらして､

血に染まった布衣を教会の戸口に投げつけ､入

り口に貼り紙した｡その紙には､F何人も悪魔

であるこの人たちの言うことを億ずるな』と書

いてあった｡また､僧侶たちは我等の仲間にこ

れと似た多くの馬首侮辱を加えた｡彼らが往来

を歩いていた時､僧侶は喝ちを蔑んで畜生呼ば

わりをした｡すると少年たちは石を投げ､彼ら

をこの地上の最も忌まわしい者と見倣し､ひど

い言葉で彼らを罵って､まるで黒人にむかって

話すような口のきき方をしたことも幾度かあっ

た｡そういうことをしたのは下層の頗しい人々

で､上流の人たちは彼らに敬意を表して尊敬し

た｣(3).おもに貧しい庶民が悪口雑言を彼らに

浴びせかけていた｡

豊後では､｢僧侶や膿しい民衆たちから我々

は噸笑され､貧乏な人びとや身分の低い人たち

ばかりがキリシタンになるのを見るので､彼等

は我々を軽蔑をもってあしらいます｡ぱあでれ

たちがこの国に来て以来､今日にいたるまで相

変わらず､異教徒たちには我々が人肉を食べる

という説が言いふらされていて､それゆえ､彼

等はいつでも我々に対して不快な感じや毛嫌い

をもっています｡そのために､我々は街でも道

でも悩まされなければなりません｡何しろ､ご

く小さな子供たちでさえも我々を馬鹿にして､

後ろから侮辱するような言葉を叫びます｡時ど

き彼等は夜我々に石を投げ､また､別の時には､

気がついてみると､彼らが我々の家を焼き払お

うとした火箭が屋根の上にありました｣(15)｡こ

うした記述を見ると､民衆は､西洋人宣教師を

単なる好奇や憧れの目で見いたのではなく､異

端の人々として排除しようとしたことがわか

る｡海外の文化を勝れたものとして憧憶の念を

もって取り入れる姿は一般の民衆には認められ

ない｡

2 西洋 (人)に対する驚きと憶憶

その一方で､信長は宣教師を庇護し､安土城

にも呼ぶほどだ?たo西欧の珍しレナ晶女を畢宝

したo宣教師たちもまた､日和 三年や辛重晶を/～へ

献上するのを常としていな｡ま串奉書晦挿 転

名古屋城に宣教師を裾を､瀕内を冬婁索漠軍容

するなど､好意的な態産を示掻 い淘 河轡
年､インド副王の命で使者として軍歌頗覚Ti魔

ニヤ~ノ一行が京都の秀吉に謁見坤 ｡通弊払

下ガル人は､はなはだ優美な服を着叶 ㍉ヾ行列を

整えて 〔鳥羽を〕出で立ちました｡ミヤコへ考

くまで､この珍稀な行列を見物するのに四方考,.

ら集まって来た人の賑いは素晴らしいことでし

たoミヤコへ到着すると､一行の通る街路とい

う街路にはことごとく数かぎりか ､人が埋まっ

て､きらびやかに飾り立て､はなやかな服を身

にまとい､整然とした行列でミヤコへ入って行

くこのような異様の見知らぬ人びとを見て誰も

皆びっくりしました｡一行の一人一人を天より

降下した仏､すなわちパゴデのようだともいい

あいました｡彼らにとってきわめて珍しいもの

であっただけ､ポルトガル人について知るとこ

ろが少なかったわけでございます｡それまでは

ポルトガル人は､毎年長崎の港へ来る慣わしで

あって､日本人の眼には高貴にして優美な人と

映るよりは､商売を巧みに行うという方に理解

されていましたし､また､日本人とは風俗が反

対でしたから､走航船 (ナウ)との取引のため

に長崎へ来る (日本人)商人たちの家郷へ帰っ

てからの報告を聞いたミヤコの人びとは､ポル

トガル人は価値もなく尊敬もできない者と倍ぜ

られていたのでございます｣｡同じ報告書に､

数ヶ月前に衆楽第に向かった朝鮮の使節一行を

見て､｢その人品が悪く､腔を露わし､物を食

べながら進んだ｣(1592年イエズス会報告書)(8)

とある｡1592年10月1日付の1591､1592年度

のフロイスの日本年報でも正装し行列を組んで

都を出発したポルトガル人たちを見ようと群集

が四方から押し寄せたとある｡｢数ヶ月前に朝

鮮国王の使節も都に赴いたが､朝鮮やシナの習
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慣に従ったもので､多数の随行員を伴ってはい

たが､(下品であり)重要な人々は誰もいなか

った｡そこでヨーロッパの儀杖とても彼らと同

じであろうかと考えられていたのである｡それ

が､今回の､我等使節 (一行)の華麗さに驚嘆

し､このような光景は都で初めてのことだ｣っ

た｡行列の先頭には､金の飾りをつけた甲宵二

領､金銀で飾りつけた二振りの衝剣､珍稀な鉄

砲二挺､豪華絢欄の短剣､像の油絵掛布四枚､

美しい野戦用天幕-張りが整えられた｡これを

見た秀吉は､｢殊のほかに歓喜し､非常な好奇

心をもって眺め､大いに嘆賞し､遠国からかく

も新奇な (脂)物が眼前に置かれている有様に

接して､絶大な喜悦のほどを示した｣という｡

武家､商人､町人と､しだいに南蛮趣味が波

及し､南蛮風俗の模倣は歌舞伎､食品､服飾品

などに幅広く見られるようになった(8)｡イエズ

ス会信者には当然のこと､武士を中心にポルト

ガルをはじめとする西洋諸国の文化に対して尊

敬と憧憶の念が生まれつつあったといえよう｡

3 黒人観と人種観の形成

大航海時代に入り､西欧列強が世界各地に進

出した｡それによって､世界中にいろいろな言

語を用い､西洋とは著しく異なる容姿､慣習､

文化をもつ民族のいることが明らかにされ､広

く知られるようになった｡なかでも､膚の色の

違い､人種の違いは､強い関心を生んだ｡宣教

師たちも黒人を同行させていたことはすでに述

べた｡黒人奴隷もまた､キリスト教の布教対象

になっていた｡日本に現存する南蛮絵には西欧

人とともに､多くの黒人が措かれている｡服は

着ているが､彼らは履物をはかず､従者として

荷物を担いで運んだり､犬や鹿や馬を引いたり

する姿で描写されている｡白人西欧人とは明ら

かに異なる姿で措かれている｡宣教師の資料か

らは､黒人奴隷の実態や西欧の黒人観､人種観

をつぶさに知ることは出来ない｡信長や一般民

衆の黒人を見たときの驚きは､一般化した黒人

観や奴隷観がいまだ形成されていなかったこと

を示すものであろう｡同時に､西欧の人種や奴

隷に対する観念もまだ日本に普及してはいなか

ったことを意味するものである｡したがって､

15､16世紀の一般の日本人は､黒人や奴隷の

存在とその実態を知らず､定型化された独特の

黒人観を持っていなかった､といってよいだろ

う｡しかし､奴隷そのものの存在をまったく知

らなかったわけではない｡｢婦人たちは皆鍵が

かかった一室にいること､人望のある男二人が

その鍵をもち､婦人たちの世話をすることを彼

らが処理し終わってから､彼等 (ポルトガル人)

自身は数日後に出帆しようとしていた - ･彼

等は非常に廉価で日本人たちから買い取った婦

人たちを大勢船に乗せていた｡日本人たちは日

本人たちで､彼女等をシナで奪い取ってきては､

後で売っていた｣(11もこのように､El本に寄港

するポルトガル船では､黒人以外の奴隷の売買

が行われていたのだからだ｡

15世紀､コロンブスのインディアスの発見

以来､黒人に限らず､原住民もまた､西欧諸国

から迫害され虐殺された｡｢土人｣の子供は奴

隷として売買され続けた(16)｡インディアンは開

拓者の敵､野蛮人とみなされ殺害の対象とされ

たのである｡地理的文化的に西欧から隔絶され

ていた日本は､つぶさにこうした状況を知るこ

とはできなかった｡しかも､かろうじてスペイ

ン､ポルトガルの商人や宣教師から得ていた西

欧の情報は､秀吉の1587年の宣教師追放令に

より断ち切られた｡その後江戸時代の鎖国へと

続き､インディアンの迫害や黒人奴隷の惨状な

ど､当時日本では知る由もなかった｡こうして

みると､日本人､とりわけ都や大都市の商人や

武士の間には､白人に対する観念がポルトガル

人やスペイン人との接触を通してわずかに形成

されていたが､黒人に関する固定した観念は生

まれていなかったというのが可能な解釈であろ

う｡

総合すると､西欧の人々に対しては､商業的

な利益を求める実利的な商人との印象が強く､

一般の日本人の間に西欧 (人)-の強い憧れ意
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識が生まれていたとはいえない｡宣教師に対す

る民衆の侮蔑的な態度を見ると､西欧諸国が先

進国で､日本が後進国という認識はなかったと

推定できる｡群雄割拠する戦国時代､武将は国

内を支配し､統一することに集中せざるを得な

かった｡同時に国境を接する国を持たず､外国

との争いがないことも海外事情に疎くさせる大

きな要因だった｡信長や秀吉は､日本を中心に

世界を認識しており､白人と黄色人種の優劣な

ど関心外であった｡｢彼らは自らの習慣にはな

はだ執着しているので､自身と比べて他の人は

ことごとく野蛮であると考えている｣(10)｡宣教

師ヴァリニヤーノは､日本の諸侯が自分中心の

世界観を強固にもっていると報告している｡日

本人､なかでも戦国武将は自分こそが世界の頂

点にあり､世界を動かしていると考えていた｡

この観点からしても､戦国の武将は､日本と肩

を並べる海外の国など意識しておらず､彼らの

中に明確な人種意識は形成されていなかった､

ということができよう｡黒人は､そもそも人種

として位置づけられていなかったのではない

か｡信長や明智光秀の言動から明らかである｡

これが15,16世紀の日本人の一般的な人種意

識であった｡
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